
東京会事項
1．地区会役員名刺作製について
茶田総務部常任幹事より、今後、地区会役員の名

刺作製にあたっては以下の取扱いとしたいとの説明が
あった。
1．地区会役員名刺を地区会会務以外の目的で使用
する場合、連絡先は裏面に記載している事務所
宛てであることを徹底していただきたい。

2．作製対象範囲は会長、副会長及び地区会業務担
当役員までにお願いしたい。もし地区会長の判
断により会長、副会長及び地区会業務担当役員
以外の名刺を作製したい場合には、費用は各地
区会負担で作製をお願いしたい。

3．東京会で作製する地区会役員名刺のデザインに
ついては、統一フォームでお願いしたい（デザ
インの変更は不可）。

2．第45回公認会計士フォーラム東京大会について
倉林総務部地区会担当常任幹事より、東京第四ブ

ロックを担当として平成 29 年 11月 16日（木）にホ
テルグランドパレス（東京都千代田区）において第 45
回公認会計士フォーラム東京大会を開催するとの説明
があった。

報告事項
1．地区会交付金について
野口総務部常任幹事より、本年1月開催の地区会長
会議で示した地区会交付金見込み額の通り、第 52年
度地区会交付金として 4月 28日（金）に交付すると
の報告があった。

2．税務業務協議会活動報告について
小島税務業務部会幹事長より、税務業務協議会及

び税務業務部会の組織、税務業務支援施策、研修会
の実施状況等についての説明があった。続いて、税務

業務部会の分会において各県会から副分会長を選出
していただいているが、各ブロックからも副分会長を
選出していただきたいとの要請があった。

3．平成28年度CPE履修義務達成状況について
鈴木研修出版部常任幹事より、現在集計中の平成
28 年度 CPE履修義務達成状況について中間報告が
あった。また確定した情報が協会本部より入り次第、
各地区会長へ改めて連絡する旨説明があった。

4．地区会長会議における地区会活動報告について
下記 5地区会の地区会長より、各地区会の活動報
告があった。

東京第一ブロック 足立会 香取三雄 会長
東京第二ブロック 新宿会 亀岡保夫 会長
東京第三ブロック 渋谷会 太田諭哉 会長
東京第四ブロック 荒川会 泉澤大介 会長
県会ブロック 長野県会 福井利幸 会長

以上で地区会長会議を終了し、16時30分に閉会した。

第１回地区会長会議
地区会役員名刺作製について協議

■ 開催日時：平成29年4月26日（水）15：30～16：30　■ 場所：公認会計士会館 2階　ホール2
■ 出席者：55名　■ 議長：倉林地区会長会議議長　■ 司会：土田総務部地区会担当常任幹事

第52年度（平成29年度）第1回地区会長会議が、４月26日（水）15時30分から公認会計士会館 
２階　ホール2において開催された。
はじめに土田総務部地区会担当常任幹事が開会を宣言し、淺井会長より挨拶があった後、協議が行わ
れた。

03_ 地区会長会議報告 0517_3 校

TOKYO CPA NEWS No.723   2017.6 6

中小企業支援対応委員会副委員長　中島 茂男

業務部 中小企業支援対応委員会主催
「現場担当者が語る！信用保証協会や再生支援協議会に
よる中小企業支援の実務と事例研修会」の開催について

開催報告

平成 29 年４月19日（水）、公認会計士会館ホール
１において、『現場担当者が語る！信用保証協会や再
生支援協議会による中小企業支援の実務と事例研修
会』と題した研修会を開催しました。本研修会を企
画した中小企業支援対応委員会（業務部所管）にお
いては、従前から東京信用保証協会との間で中小企
業支援に関する覚書を締結しており、同協会との連
携事例を会員へフィードバックすることを目的として
研修内容を企画し、実施しました。また、暫定再生
計画が終了時期を迎えている現状において、その出
口対応として抜本的な再生計画策定が求められてい
ることから、抜本計画の基本的な考え方から事例に
至るまで解説することが、中小企業支援をしている
会員に対して有用であると考え、当該研修を企画し、
実施しました。
今回の研修会では、２部構成の研修会として実施

し、第１部では東京信用保証協会の経営支援専任課
長の佐藤聡氏及び課長代理の勝野薫氏を講師に迎
え、同協会の経営支援への取組の概要について説明
をしていただき、その後に同協会と公認会計士の連
携事例として、当委員会の古川大輔委員に事例の解
説をしていただきました。
最初に佐藤氏及び勝野氏から「企業サポート推進

プロジェクト」の概要、サポートメニュー、利用の流
れ、過去の利用実績と今後の利用目標などの説明を
していただきました。その後、実際の支援事例を用
いて、事例概要の説明から実際に作成した資料まで、
古川委員から時系列的に解説をしていただきました。

また、サポート終了後の対象会社の社長、同協会の
担当者、メインバンクの担当者からの意見について
も解説をしていただき、最後に公認会計士が中小企
業支援に取り組む意義についての熱い思いを語って
いただきました。
第２部では、埼玉県中小企業再生支援協議会に勤
務する当委員会の西平哲委員に抜本計画策定の考え
方及び実務の説明をしていただきました。最初に同
協議会を含む企業再生に関する支援団体等の概要の
説明から始まり、同協議会の再生支援の実績、経営
改善計画の内容、同協議会版の暫定リスケ計画、暫
定リスケ計画の出口戦略としての抜本計画における
金融支援の内容について、解説をしていただきまし
た。また、経営者保証ガイドラインの考え方や抜本
計画における事例についても現場担当者の目線で解
説をしていただきました。
今回の研修会は、いずれも中小企業支援の最前線

で活躍されている関係者及び公認会計士による研修
会であったため、中小企業を現在支援している会員
や中小企業支援に関心のある会員にとって有意義な
研修会であったと考えております。
最後に、業務部が所管する中小企業支援対応委員
会においては、今後も中小企業支援を切り口に、会
員に向けた情報発信、研修会の開催を継続的に実施
し、会員の業務拡充に貢献していけるように努めて
まいります。
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東京信用保証協会
佐藤 聡氏

東京信用保証協会
勝野 薫氏

古川 大輔委員 西平 哲委員


